
図１　中田湧水観測孔陥没復旧他業務委託　業務内容全体図

車両出入口

①

②

③

①車両出入口

・施工場所脇の土法面において、

車両通行用のスロープを切る。

・埋戻し完了後においても、

スロープはそのまま残す。

②スロープ部掘削

施工車両通行の支障と

なる場合、枝を切る。

既存フェンスは入口面フェンス

以外の３面を撤去し処分。

・フレコン、盛土範囲

・盛土に使用する土は

掘削発生土と新内陸

最終処分場内保管の

粘性土（１㎥程度）

を混ぜ合わせ、

施工する。

③フェンス撤去・

フレコン等施工

・フレコン及び盛土施工完了後、

新設フェンス施工。

・フェンス部材は、忍び返し無しの

標準フェンスを使用する。

③フェンス新設

⑤必要に応じて使う山砂

陥没復旧場所

こちらのアスファルト

スペースも使用可

・保管している山砂

※バックホウ等は有りません。

履行場所航空写真

出典：国土地理院撮影の空中写真（2009年撮影）にコメント・記号等を加筆

④

新内陸最終処分場

履行場所

（陥没復旧場所）

・作業で必要となる粘性土、山砂の保管場所

・ここから必要な数量の粘性土及び山砂の搬出入を行う。

・盛土に使用する土は掘削発生土とこちらに保管する粘性土（１㎥程度）を

混ぜ合わせ、施工する。

中田やつ耕園

（中田最終処分場）

出典：国土地理院標準地図にコメント・記号等を加筆

履行場所平面図（俯瞰）

新内陸最終処分場

中田やつ耕園

（中田最終処分場）

・履行中のみ鉄板を２枚程度

雨水排水溝蓋上に敷設。

・入口面は既存フェンス使用

・スロープ想定位置

・スロープ掘削による発生想定土量１５㎥程度

④盛土の一部に使う粘性土

・保管している粘性土

※バックホウ等は有りません。

⑤


